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内容の要旨および審査の結果の要旨／

虚血による代謝性ｱｼﾄﾞｰｼｽが脳機能を障害することが掴商されている：しかし,これと神経学的予
後を直結させた動物実験は少ない。本研究では，全脳虚血前に血液をアルカリ化し，虚血中に進行する代

謝性アシドーシスを抑制することが，虚1,後の脳機能の回復におよぼす影響を検討した。

成熟雑種イヌ20頭を，動脈1mのべイス・エクセス（以下，ＢＥ）が±３mEq／ｌ以内の無処置対照群１０

頭と，重炭酸ナトリウムの投与によりＢＥを＋８～＋10mEq／１にしたアルカリ化群10頭とに無作為に分

け，全脳虚血前，後の聴覚誘発脳幹反応（以下，ABR）および脳波を測定，記録した。１８分間の全脳虚

血は，上行大動脈，上大静脈および下大静脈を遮断することによって行なった。

得られた結果は以下の如く要約される。

１．ＢＥは，全脳虚血前の無処置対照群では－１．３±O4mEq／1（mean±SE）であったのに対して，アル

カリ化群では＋9.4±0.3mEq／ｌと有意に高値を示した（ｐ＜0.05)。循環再開の10分後に測定したＢ

肌無処置対照群鮒-m肚佃血./'で…鬘対…|川化群では…M刈仙／Iであり，有意差を認めた（ｐ＜0.05)。

2．ＡＢＲは，今１１１M虚Ihl前には，すべてのイヌでＩ～Ｖ波が出揃っていた

Ｒの各波はすべて消失した。循環再開後は，ＡＢＲの各波は，アルカリ

ＡＢ

対照弊での圧I出現率が無タ

群のそれよりも有意に高く（ｐ＜0.05)，また各波の振幅も有意に大きかった（ｐ＜0.05)｡

３．全脳虚血によって脳波が平坦になるまでの時間は，両群間で有意差を認めなかった。しかし，循環再

開後，脳波が再出現するまでの時間は，無処置対照群では90.2±7.1分であったのに対し，アルカリ化

群では64.5±4.1分であり，有意に早かった（ｐ＜0.05)。

以上，今１１１M虚１，後の脳機能を反映するＡＢＲと脳波の回復状態から見て，虚血前における血液のアルカ

リ化は，虚血中における代謝性アシドーシスの進行を一定に抑止し，虚血による脳機能障害を軽減させる

ことが示唆された。今後は，脳虚血中あるいは脳虚血後における血液アルカリ化の有効性についても，検

討を重ねる必要があると考えられる。

本研究は，急性呼吸および循環停止状態に対する脳蘇生法の確立に寄与するところの大きい労作と評価

された。
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